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鈴木 道彦（すずき みちひこ）

資 料

短冊 『摘芹の 残多さよ あととかは 道彦』

作 者

１７５７（宝暦７）－１８１９（文政２）．９．６

陸奥（宮城県）仙台生まれ。

加舎白雄が奥羽を行脚した際に門人となり、俳諧を学ぶ。白

雄没後江戸に出て医者を営むかたわら、化政期江戸俳壇で

活動する。
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